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後
期
高
齢
者
医
療

町住民生活課　TEL096‒234‒1113（内線107）　 klg204@town.kosa.lg.jp

■
仮
徴
収
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を

　
送
付
し
ま
し
た

　
今
月
か
ら
、
平
成
25
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま

す
。
仮
徴
収
の
対
象
に
な
る
人
に
は
、

「
平
成
25
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
仮
徴

収
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
を
送
付
し

ま
し
た
。
仮
徴
収
保
険
料
額
な
ど
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
平
成
25
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
仮
徴
収
と
し
て
、
４
月
・
６
月
・

８
月
分
が
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
差

し
引
き
）
に
な
る
人
は
、
次
の
要
件
に

当
て
は
ま
る
人
で
す
。

●
対
象
者

○
平
成
24
年
度
の
保
険
料
が
、
年
金
支

給
月
か
ら
の
特
別
徴
収
だ
っ
た
人
の
う

ち
、
平
成
25
年
２
月
に
支
給
さ
れ
た
年

金
か
ら
保
険
料
が
特
別
徴
収
さ
れ
た
人

○
平
成
24
年
４
月
〜
９
月
ま
で
に
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な

り
、
平
成
24
年
度
の
保
険
料
が
普
通

徴
収
だ
っ
た
人

※
仮
徴
収
と
な
る
人
の
平
成
25
年
度
保

険
料
額
は
、
７
月
に
送
付
す
る
「
平

成
25
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

額
決
定
通
知
書
」
で
決
定
し
ま
す
。

■
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
町
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
健
康
診
査
を
実

施
し
ま
す
。

　
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
は
、
疾
病
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
が
り
ま

す
。
忘
れ
ず
に
受
診
し
て
、
自
分
の
体

と
健
康
の
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
町
住
民
生
活
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
検
査
項
目

　
血
圧
・
血
中
脂
質
検
査
・
肝
機
能
検

査
・
血
糖
検
査
・
尿
検
査
な
ど

●
自
己
負
担
額

　
８
０
０
円

※
が
ん
検
診
・
結
核
検
査
を
併
せ
て
受

　
診
す
る
場
合
は
、
別
途
自
己
負
担
が

　
必
要
で
す
。

後期高齢者医療の
被保険者の皆さんへ

詳しくは、町住民生活課までお問い合わせを

子
育
て
支
援

町福祉課　TEL096‒234‒1114（内線145）　 klg205@town.kosa.lg.jp

　
町
で
は
、
６
月
に
町
児
童
館
内
に

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
開

設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
開
設
場
所

　
中
早
川
児
童
館
（
甲
佐
町
大
字
糸
田

９
番
地
１
・
町
民
セ
ン
タ
ー
と
な
り
）

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
と
は

●
子
育
て
を
地
域
で
相
互
援
助
す
る
お

　
手
伝
い
を
す
る
組
織
で
す

▼
相
互
援
助
活
動
の
例

・
保
育
園
へ
の
送
り
迎
え
の
代
行

・
保
育
園
の
時
間
外
や
、
学
校
の
放
課

　

後
で
の
預
か
り

・
保
護
者
の
買
い
物
な
ど
外
出
時
で
の

　

預
か
り

・
保
護
者
の
病
気
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の

　

急
用
時
で
の
預
か
り

●
会
員
同
士
で
支
え
合
う
組
織
で
す

　
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
と
行
い

た
い
人
が
会
員
と
な
り
、
同
セ
ン
タ
ー

が
仲
介
し
て
、
会
員
同
士
が
支
え
合
い

ま
す
。

※
料
金
は
、
依
頼
会
員
か
ら
提
供
会
員

　
へ
の
直
接
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

■
会
員
を
募
集
し
ま
す

　
同
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
あ
た
り
、
次

の
と
お
り
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
会
員

⑴
依
頼
会
員

　
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人

⑵
提
供
会
員

　
育
児
の
援
助
を
行
い
た
い
人
（
活
動

に
必
要
な
講
習
を
受
講
し
て
い
た
だ
き

ま
す
）

⑶
両
方
会
員

　
自
分
の
急
用
時
に
は
子
ど
も
を
預

か
っ
て
ほ
し
い
け
れ
ど
、
時
間
が
あ
る

と
き
に
は
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で

き
る
人

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
談
話
室

　
TEL
０
９
０
‐
１
５
１
３
‐
５
３
２
８

・
町
福
祉
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　（
内
線
１
４
５
）

　

k
lg
2
0
5
@
to
w
n
.k
o
sa.lg

.jp

ファミリーサポートセン
ター会員を募集します

地域で支え合って子育て（写真はイメージ）
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男
女
共
同
参
画

町住民生活課　TEL096‒234‒1113（内線102）　 klg106@town.kosa.lg.jp

■
計
画
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

　
懇
話
会
で
協
議

　「
甲
佐
町
男
女
共
同
参
画
計
画
」
の

平
成
23
年
度
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い

て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
懇
話
会

で
協
議
し
ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
を
、
今
月
号
と
来
月
号
の

２
回
に
分
け
て
報
告
し
ま
す
。

●
多
方
面
か
ら
の
子
育
て
支
援
に
期
待

　
子
育
て
支
援
に
お
け
る
「
子
ど
も
医

療
費
助
成
の
充
実
」
で
、
中
学
３
年
生

ま
で
の
医
療
費
の
保
険
内
自
己
負
担
分

の
助
成
の
実
施
は
、
特
に
町
外
か
ら
転

入
し
て
き
た
保
護
者
か
ら
「
安
心
し
て

病
院
に
行
け
る
」、「
助
か
る
」
と
い
う

声
が
聞
か
れ
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
多
方
面
か
ら
の
子
育
て

支
援
の
取
り
組
み
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
実
施
結
果
を
具
体
的
に
把
握
し
て

　
計
画
に
沿
っ
た
町
の
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
取
り

組
み
の
実
施
内
容
や
参
加
者
数
、
参
加

者
の
反
応
な
ど
が
分
か
り
に
く
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
子
育
て
支
援
が
ど
の
よ
う

に
な
さ
れ
、
そ
の
利
用
状
況
が
ど
う

だ
っ
た
の
か
、
実
施
回
数
や
参
加
人
数

な
ど
の
数
値
結
果
を
具
体
的
に
把
握
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
改
善
点
が
見
え
、
次

年
度
の
課
題
が
明
確
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

●
町
民
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
町
お
こ
し
を

　
町
内
に
町
職
員
の
担
当
地
区
を
割
り

当
て
、
広
く
町
民
と
接
す
る
機
会
を
設

け
、
行
政
と
町
民
の
意
思
疎
通
を
図
る

「
地
区
別
担
当
者
制
度
」
の
実
現
に
向

け
て
、
早
期
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
町
民
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
、
地
道
な
実

践
な
ど
を
取
り
上
げ
て
、
町
お
こ
し
へ

と
発
展
で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
佐
町
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
懇

　
話
会
（
事
務
局
・
町
住
民
生
活
課
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　（
内
線
１
０
２
）

文
化
財
保
護

町教育委員会社会教育課　TEL096‒234‒2447（内線324）　 klg110@town.kosa.lg.jp

■
「
木
戸
丸
」
調
査
で
分
か
っ
た
こ
と

　
平
成
24
年
度
は
、「
木
戸
丸
（
き
ど

ま
る
）」
の
地
名
が
残
る
台
地
の
南
西

端
を
発
掘
調
査
し
ま
し
た
。

　「
木
戸
」
と
は
城
の
入
口
、「
丸
」
と

は
城
郭
の
内
部
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、

「
木
戸
丸
」
と
は
、
門
や
柵
を
設
け
た

城
の
入
口
部
分
を
指
す
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
調
査
で
は
、
表
土
か
ら
順
番
に
土
の

色
を
見
な
が
ら
時
代
が
新
し
い
順
に

掘
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
東
側

と
西
側
に
こ
ぶ
状
に
盛
り
上
が
っ
た
地

形
が
残
り
ま
し
た
。
自
然
堆
積
し
た
土

と
異
な
り
、
数
種
類
の
土
を
混
ぜ
て
固

め
ら
れ
た
土
は
高
さ
50
㌢
ほ
ど
で
、
東

西
に
盛
り
上
が
っ
た
地
形
は
２
㍍
ほ
ど

離
れ
て
い
ま
す
。

　
当
初
、
こ
れ
が
何
な
の
か
は
っ
き
り

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
学
の
先
生
数

人
に
見
て
も
ら
い
、
こ
こ
が
城
の
入
口

で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。
東

西
に
盛
り
上
が
っ
た
地
形
は
土
塁
の
跡

で
、
こ
ぶ
の
間
は
道
と
し
て
機
能
し
て

い
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ

う
に
、
間
の
土
に
は
、
人
や
馬
が
何
度

も
通
る
う
ち
に
固
ま
っ
た
「
硬
化
面
」

も
見
ら
れ
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
門
や
柵
の
礎
石
（
そ
せ

き
）
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

発
掘
し
た
の
は
入
口
の
ち
ょ
う
ど
外
側

に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
掘
削
し
て
い

な
い
北
側
（
城
の
内
側
）
に
門
や
塀
が

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調

査
で
、
入
口
の
１
か
所
を
ほ
ぼ
確
定
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
今
年
度
か
ら
出
土
資
料
整
理
を
開
始

　
発
掘
調
査
で
、
四
方
を
回
る
土
塁
と

堀
の
存
在
を
明
ら
か
に
で
き
た
ほ
か
、

そ
の
規
模
ま
で
推
定
で
き
る
材
料
が
そ

ろ
い
、
城
の
周
囲
を
把
握
す
る
大
変
貴

重
な
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
度
か
ら
行
っ
て
き
た
「
陣

ノ
内
館
跡
」
の
発
掘
調
査
も
、
平
成
25

年
度
か
ら
出
土
資
料
の
整
理
作
業
に
移

り
ま
す
。
最
新
の
調
査
成
果
を
伝
え
る

こ
の
コ
ラ
ム
は
、
今
月
号
で
終
了
し
ま

す
。
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
お
尋
ね
に

な
り
た
い
場
合
は
、
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

史跡「陣ノ内館跡」 
発掘調査レポート＃33

「 陣 ノ 内 館 跡 」 の 入 口 を 発 掘 す る 様 子

「男女共同参画計画」
実施状況の協議意見①

町が策定した「甲佐町男女共同参画計画」


